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核分裂障壁や結合エネルギーの理論予測は非常に困難であり、現在、様々な理論による計算が行わ
れているが 2∼3 MeV程度の誤差が生じることが多く報告されている。本研究では、アクチノイド領
域核に対して相対論的平均場理論 (共変的密度汎関数法)を適用し、残留相互作用としてBCS対相関
模型を用いて核分裂障壁を計算した。特に、核分裂障壁の実験値を再現するように対相関力の強度を
調整することによって結合エネルギーと対回転における慣性能率の精度も向上する結果が得られた。
これによりアクチノイド領域の対相関力の系統性を導出し、その正当性が示せたのでこれらの結果を
報告する。
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1 緒言
原子核への相対論的アプローチは、QHDの枠組みで議論され核子間に働く核力を σ, ω, ρ中間子と仮想光子の
交換によって記述する。Waleckaらが考案した量子場の理論の近似として得られる RMFは簡便な方法でありな
がら核物質を記述する上で成功を収めてきた [1][2]。さらに、残留相互作用として対相関を導入し対相関力を調整
することで核分裂障壁の実験値を再現でき対相関を評価する上で用いた対回転における慣性能率の精度も向上し
た [3][4][5]。

2 計算方法
相対論的共変なラグランジアンを導入し量子場の理論から RMFを導くために以下の近似を施した [1][2]。
1. 中間子場の量子力学的揺動を無視してその平均値だけに注目する古典近似
2. 核子の負エネルギー成分を無視する No sea近似
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また、ラグランジアンを Euler-Lagrange方程式に代入することで核子場に対する Dirac方程式と中間子場に関
する Klein-Goldon型の方程式を得ることができこれらの方程式を連立して解くことで各場の情報を得ることが
できた。また、得られた各場の情報とラグランジアンをエネルギー運動量テンソルの第 00成分に代入することで
RMFにおける全エネルギーを得ることができた。さらに、対相関を残留相互作用として取り込み対相関力の強
さを変えることで核分裂障壁の実験値を再現した。また、対相関力は核子対ポテンシャルより得られる対回転に
おける慣性能率を使い評価した [3][4][5]。

3 結果
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図 1 GBEST のクーロンエネルギー依存性

右図はアクチノイド領域核の核分裂障壁を再現する対相関力
GBEST のクーロンエネルギー依存性を示していて Z2/A1/3 の関
数としてフィッティングすることができた。講演ではフィッティ
ング関数で予測される対相関力を用いて核分裂障壁、結合エネル
ギー、慣性能率を計算した結果を報告する。
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